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近
代
日
本
に
お
け
る
進
化
論
と
国
家
思
想 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
― 
加
藤
弘
之
を
中
心
と
し
て
― 
 
田 
中  
友 
香 
理 
 
本
論
文
は
、
十
九
世
紀
中
葉
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
頃
ま
で
欧
米
を
中
心
と
し
て
世
界
的
に
流
行
し
た
進
化
論
が
、
同
時
代
の
日
本
に
お
け
る
国
家
思
想
に
い
か
な
る
影
響
を
与
え
た
の
か
を
、
加
藤
弘
之
を
中
心
と
し
て
解
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
近
代
日
本
の
学
者
、
政
治
家
、
官
僚
を
は
じ
め
多
く
の
者
が
進
化
論
の
洗
礼
を
受
け
て
い
る
が
、
本
論
文
は
彼
ら
の
思
想
と
行
動
を
羅
列
す
る
列
伝
や
概
説
を
目
指
し
た
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
国
家
と
社
会
が
進
化
論
に
よ
っ
て
い
か
に
説
明
さ
れ
、
そ
れ
が
形
成
―
再
編
期
の
明
治
国
家
と
い
か
に
関
わ
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
明
治
憲
法
と
教
育
勅
語
に
結
実
す
る
諸
思
想
、
ま
た
憲
法
制
定
前
後
の
天
皇
機
関
説
と
天
皇
主
権
説
、
家
族
国
家
観
等
と
い
っ
た
「
明
治
国
家
の
思
想
」
と
社
会
進
化
論
が
い
か
に
関
わ
っ
て
い
た
の
か
を
、『
人
権
新
説
』（
明
治
十
五
年
）
以
来
一
貫
し
て
社
会
進
化
論
に
依
拠
し
て
立
論
し
た
加
藤
の
思
想
を
主
題
と
し
て
追
究
し
た
。  
 
第
一
章
「
進
化
論
の
受
容
と
国
家
構
想
の
競
合
」
で
は
、
明
治
初
年
代
に
お
け
る
進
化
論
受
容
の
様
相
を
、
東
京
大
学
を
中
心
と
し
て
論
じ
た
。
東
京
大
学
で
は
、
モ
ー
ス
に
よ
っ
て
生
物
進
化
論
が
紹
介
さ
れ
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
に
よ
っ
て
ス
ペ
ン
サ
ー
の
社
会
進
化
論
が
本
格
的
に
導
入
さ
れ
た
。
ス
ペ
ン
サ
ー
の
社
会
進
化
論
に
は
、「
二
つ
の
魂
」
が
あ
り
、
社
会
進
化
を
個
人
の
権
利
の
増
大
と
し
て
捉
え
る
思
想
と
し
て
自
由
民
権
派
に
受
容
さ
れ
る
一
方
で
、
社
会
の
発
展
段
階
に
応
じ
た
政
治
体
制
を
選
択
す
る
よ
う
明
治
政
府
の
要
人
に
忠
告
す
る
保
守
的
側
面
も
有
し
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
進
化
論
受
容
を
め
ぐ
る
状
況
下
に
あ
っ
て
、
加
藤
は
そ
れ
を
自
己
の
思
想
に
い
か
に
取
り
込
ん
だ
の
か
、
こ
の
疑
問
を
解
決
す
る
た
め
に
、
本
章
で
は
『
人
権
新
説
』
以
前
の
加
藤
弘
之
の
思
想
と
行
動
に
つ
い
て
概
括
的
に
述
べ
た
。
ま
ず
、
明
治
天
皇
の
侍
講
を
務
め
た
加
藤
が
、
洋
学
者
と
し
て
島
津
久
光
や
元
田
永
孚
と
い
っ
た
守
旧
派
や
天
皇
親
政
論
者
と
対
立
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
よ
う
な
政
治
状
況
に
対
応
す
る
よ
う
に
、
思
想
面
に
お
い
て
も
、
天
皇
親
政
論
を
打
破
す
る
た
め
に
、
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
『
国
法
汎
論
』
か
ら
学
ん
だ
国
家
法
人
説
と
天
賦
人
権
論
に
基
づ
く
立
憲
君
主
政
体
論
を
唱
え
た
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
加
藤
の
国
家
思
想
を
支
え
て
い
た
の
は
、
根
底
に
お
い
て
は
国
家
統
治
の
安
定
化
と
い
う
視
点
で
あ
っ
た
。
そ
の
国
家
思
想
が
転
換
す
る
契
機
は
、
明
治
八
～
十
四
年
頃
に
バ
ッ
ク
ル
の
『
英
国
文
明
史
』
や
ヘ
ッ
ケ
ル
の
『
造
化
史
』
か
ら
「
人
種
」
間
の
「
生
存
競
争
」
史
と
し
て
の
「
開
化
史
」
の
存
在
と
、「
自
然
科
学
」
と
し
て
の
進
化
論
を
学
ん
だ
点
に
求
め
ら
れ
る
。
加
藤
に
お
い
て
、
後
発
の
近
代
国
家
日
本
は
、
早
急
に
立
憲
君
主
政
体
を
打
ち
立
て
る
と
と
も
に
、
西
洋
諸
国
と
の
「
生
存
競
争
」
に
も
勝
ち
残
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
ら
を
実
現
す
る
に
は
や
は
り
国
家
統
治
の
安
定
化
こ
そ
必
要
で
あ
る
と
強
く
認
識
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
主
張
す
る
に
あ
た
っ
て
説
明
原
理
と
し
た
の
が
、
そ
の
時
代
の
人
情
風
俗
に
適
し
た
制
度
設
計
・
運
用
を
行
っ
た
国
家
こ
そ
「
生
存
競
争
」
の
勝
者
に
な
る
と
す
る
進
化
論
で
あ
っ
た
。  
 
第
二
章
「『
人
権
新
説
』
の
世
界
」
で
は
、『
人
権
新
説
』
に
お
け
る
引
用
著
作
と
初
版
か
ら
三
版
へ
の
増
訂
過
程
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
社
会
進
化
論
受
容
の
内
実
を
考
察
し
た
。
同
書
で
は
、「
優
勝
劣
敗
」
と
い
う
進
化
の
原
則
を
「
万
物
法
」
と
表
現
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
国
家
統
治
の
根
拠
を
説
明
し
た
。
そ
し
て
、
国
家
成
立
後
は
「
最
大
優
者
」
と
「
上
等
平
民
」
が
「
名
分
上
ノ
大
権
」
と
「
社
会
共
存
上
ノ
大
権
力
」
を
保
有
す
る
な
か
で
国
家
統
治
が
行
わ
れ
る
と
さ
れ
、
立
憲
君
主
制
が
機
能
す
る
と
し
た
。
ま
た
、
同
書
に
お
い
て
は
、
立
憲
君
主
制
に
お
け
る
君
主
の
存
在
を
社
会
進
化
論
に
よ
っ
て
明
快
に
位
置
づ
け
て
い
た
。
そ
れ
は
元
田
永
孚
が
目
指
し
た
天
皇
親
政
体
制
で
も
な
く
、
井
上
毅
が
構
想
し
た
天
皇
大
権
重
視
の
い
わ
ゆ
る
「
シ
ラ
ス
」
型
統
治
で
も
な
く
、
伊
藤
博
文
が
模
索
し
た
天
皇
か
ら
自
立
し
た
強
大
な
行
政
国
家
で
も
な
い
、
「
最
大
優
者
」
と
「
上
等
平
民
」
に
よ
る
君
民
共
治
の
体
制
で
あ
っ
た
と
の
結
論
を
導
い
た
。  
 
第
三
章
「
欧
化
主
義
の
政
治
と
社
会
進
化
論
の
展
開
」
で
は
、
明
治
二
十
年
前
後
に
お
い
て
、
進
化
論
が
東
京
大
学
に
と
ど
ま
ら
ず
広
く
社
会
思
想
と
し
て
文
学
者
や
宗
教
者
、
さ
ら
に
言
論
界
の
根
拠
思
想
と
し
て
多
様
な
展
開
を
示
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
本
章
で
は
、
そ
の
よ
う
な
な
か
で
東
京
大
学
総
理
か
ら
元
老
院
議
官
に
転
じ
た
加
藤
の
草
稿
「
自
由
論
」
を
分
析
し
、
元
老
院
会
議
で
の
地
方
自
治
制
度
関
連
法
案
審
議
に
お
け
る
「
自
治
」
論
を
同
時
代
の
な
か
で
位
置
づ
け
た
。
明
治
憲
法
制
定
直
前
と
い
う
時
期
に
お
い
て
、
加
藤
は
い
か
に
し
て
個
人
の
「
自
由
」
と
「
自
治
」
の
関
係
を
追
究
し
た
の
か
。
加
藤
に
お
い
て
、「
自
由
」
と
は
、
生
存
競
争
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、「
自
由
」
＝
「
権
力
」
＝
「
強
者
ノ
権
利
」
と
さ
れ
た
。
た
だ
し
国
家
が
成
立
し
立
憲
君
主
政
体
が
誕
生
す
る
と
、
そ
れ
ら
は
「
公
事
上
ノ
権
利
」
と
「
私
事
上
ノ
権
利
」
の
二
つ
に
分
化
す
る
。
後
者
は
生
命
財
産
等
私
事
に
関
す
る
権
力
及
び
権
利
で
あ
り
、
前
者
は
参
政
権
と
と
も
に
実
際
上
の
政
治
権
力
の
双
方
を
指
す
。
二
つ
の
「
権
利
」
は
と
も
に
進
化
し
「
邦
国
ナ
ル
堅
固
ナ
ル
社
会
」
を
実
現
す
る
。
そ
し
て
こ
の
二
つ
の
「
権
利
」
が
対
立
す
る
事
態
を
避
け
る
た
め
に
「
自
治
」
を
充
実
さ
せ
る
べ
き
だ
と
し
た
。
つ
ま
り
、『
人
権
新
説
』
に
お
い
て
は
「
万
物
法
」
に
よ
っ
て
国
家
及
び
社
会
を
説
明
し
よ
う
と
し
た
た
め
、
個
人
の
「
私
事
上
ノ
権
利
」
と
政
府
の
「
公
事
上
ノ
権
利
」
が
衝
突
す
る
こ
と
も
原
理
的
に
あ
り
え
た
わ
け
で
、
そ
の
防
波
堤
と
し
て
「
自
治
」
が
必
要
と
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
「
自
治
」
論
は
、
山
県
有
朋
の
名
誉
職
自
治
制
、
井
上
毅
の
自
治
制
限
論
に
較
べ
る
と
、
立
憲
制
と
自
治
制
の
連
関
を
強
化
し
人
民
の
参
政
権
維
持
と
行
使
を
支
持
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
『
人
権
新
説
』
出
版
か
ら
明
治
憲
法
制
定
期
に
お
い
て
、
加
藤
の
進
化
論
に
基
づ
く
国
家
思
想
は
、
現
実
の
明
治
国
家
と
乖
離
し
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。  
 
第
四
章
「「
強
者
の
権
利
」
と
明
治
国
家
の
確
立
」
で
は
、
明
治
憲
法
制
定
前
後
に
お
い
て
、
ま
ず
進
化
論
が
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
内
部
に
お
い
て
生
物
学
と
し
て
確
立
し
た
の
と
同
時
に
、
有
賀
長
雄
に
よ
っ
て
国
家
学
の
根
本
原
理
と
し
て
全
面
的
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
つ
い
で
、
我
が
国
の
「
国
体
」
が
確
立
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
加
藤
に
お
い
て
は
、
国
家
内
に
お
け
る
「
優
勝
劣
敗
」
を
穏
健
化
す
る
た
め
に
、
社
会
有
機
体
説
の
導
入
が
図
ら
れ
た
点
を
指
摘
し
た
。
こ
の
時
期
に
加
藤
が
創
刊
し
た
政
論
雑
誌
『
天
則
』
を
メ
デ
ィ
ア
史
的
に
分
析
し
た
結
果
、
加
藤
の
進
化
論
は
、「
万
物
法
」（
永
久
に
続
く
「
優
勝
劣
敗
」）
か
ら
「
天
則
」（
国
家
成
立
後
は
国
内
に
お
け
る
「
優
勝
劣
敗
」
を
抑
制
）
へ
と
そ
の
内
容
を
変
質
さ
せ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
同
時
期
の
加
藤
を
取
り
巻
く
知
的
環
境
と
そ
の
人
的
広
が
り
に
つ
い
て
分
析
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
井
上
円
了
、
三
宅
雪
嶺
ら
「
国
粋
主
義
」
を
主
張
し
た
政
教
社
グ
ル
ー
プ
と
の
関
係
が
思
想
的
に
見
て
も
濃
厚
で
あ
り
、
大
隈
条
約
改
正
反
対
や
内
地
雑
居
尚
早
の
立
場
を
と
っ
て
「
欧
化
主
義
」
の
立
場
を
と
る
政
府
を
と
も
に
批
判
し
た
。「
国
粋
保
存
主
義
」
を
唱
え
た
加
藤
は
、
守
る
べ
き
「
国
粋
」
と
し
て
「
無
窮
皇
統
」
と
「
日
本
人
種
」
の
二
つ
を
掲
げ
た
点
も
指
摘
で
き
た
。「
無
窮
皇
統
」
の
保
存
は
明
治
憲
法
と
皇
室
典
範
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
「
万
世
一
系
」
の
天
皇
を
「
最
大
優
者
」
に
置
き
換
え
る
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で
の
君
主
機
関
説
の
立
場
か
ら
の
転
換
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
で
、「
日
本
人
種
」
の
保
存
を
主
張
し
た
こ
と
は
、
優
生
学
的
見
地
に
立
つ
も
の
で
は
な
く
「
大
ナ
ル
我
」
と
し
て
の
国
家
有
機
体
の
構
成
員
を
確
保
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。『
強
者
の
権
利
の
競
争
』（
明
治
二
十
六
年
）『
道
徳
法
律
之
進
歩
』（
同
二
十
七
年
）
に
お
い
て
も
、
国
家
内
部
に
お
け
る
「
優
勝
劣
敗
」
の
穏
健
化
を
図
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
加
藤
が
完
成
し
た
明
治
国
家
に
次
第
に
歩
み
寄
っ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。  
 
第
五
章
「
明
治
国
家
の
再
編
と
「
族
父
統
治
」
論
」
で
は
、
日
清
・
日
露
戦
争
期
に
お
い
て
進
化
論
が
普
通
教
育
の
な
か
で
普
及
し
て
い
く
の
と
同
時
に
、
社
会
主
義
者
や
北
一
輝
な
ど
明
治
国
家
と
対
立
す
る
思
想
を
支
え
る
原
理
と
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
加
藤
の
進
化
論
と
そ
れ
に
基
づ
く
国
家
思
想
は
徐
々
に
変
容
し
て
い
く
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
、『
道
徳
法
律
進
化
之
理
』
初
版
（
明
治
三
十
三
年
）
と
三
版
（
同
三
十
六
年
）
の
比
較
を
行
う
こ
と
で
明
ら
か
に
し
た
。
同
書
で
は
、
ヘ
ッ
ケ
ル
か
ら
学
ん
だ
国
家
有
機
体
説
の
導
入
が
な
さ
れ
、「
第
三
段
階
有
機
体
」
と
し
て
の
国
家
に
対
す
る
個
人
（「
第
二
段
階
有
機
体
」）
の
「
利
他
心
」
と
「
人
民
の
一
致
団
結
」
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
国
家
社
会
内
に
お
け
る
個
人
対
個
人
、
個
人
対
社
会
の
権
利
を
め
ぐ
る
競
争
（
＝
進
化
論
）
を
抑
止
す
る
傾
向
を
一
層
強
め
た
の
で
あ
っ
た
。
最
晩
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
自
然
と
倫
理
』（
明
治
四
十
五
年
）『
国
家
の
統
治
権
』（
大
正
二
年
）
に
お
い
て
は
、「
族
父
統
治
」
論
と
天
皇
機
関
説
批
判
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
君
主
を
神
経
中
枢
、
個
人
を
「
統
治
補
助
機
関
」
と
し
て
位
置
づ
け
、
君
主
が
主
権
を
把
握
し
、
そ
の
下
で
個
人
は
権
利
競
争
の
主
体
と
し
て
の
側
面
を
失
う
と
い
う
。
加
藤
に
お
い
て
「
国
家
は
至
高
至
尊
の
も
の
」
と
さ
れ
、「
自
然
一
元
論
」
の
立
場
か
ら
国
家
を
最
高
段
階
の
有
機
体
と
し
て
捉
え
、「
万
世
一
系
」
の
天
皇
と
「
君
臣
の
義
」
で
結
ば
れ
た
臣
民
か
ら
な
る
日
本
国
家
の
姿
が
描
き
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
君
主
の
統
治
権
を
「
公
議
輿
論
」
に
よ
っ
て
抑
制
す
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
通
り
、
立
憲
君
主
制
は
最
後
ま
で
把
持
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
独
自
の
国
家
思
想
は
、
加
藤
が
一
貫
し
て
国
家
統
治
の
安
定
化
を
最
大
の
思
想
課
題
と
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
国
体
論
を
統
治
原
理
と
し
た
明
治
国
家
体
制
が
確
立
し
た
後
、
加
藤
が
そ
れ
を
批
判
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
北
一
輝
の
よ
う
に
進
化
論
に
よ
っ
て
革
命
の
論
理
を
説
い
た
思
想
家
と
は
異
な
り
、
加
藤
は
進
化
論
に
社
会
有
機
体
説
を
加
味
し
て
明
治
憲
法
制
定
以
降
の
国
家
統
治
を
安
定
さ
せ
る
た
め
の
論
理
を
構
築
し
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。  
以
上
の
よ
う
に
本
論
文
で
は
、
近
代
日
本
に
お
け
る
進
化
論
と
国
家
思
想
の
関
係
に
つ
い
て
加
藤
を
中
心
と
し
て
検
討
す
る
こ
と
で
、
第
一
に
、
明
治
十
年
代
に
導
入
さ
れ
た
進
化
論
が
国
家
を
批
判
す
る
主
張
の
根
拠
と
さ
れ
る
傾
向
が
強
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
国
体
論
を
統
治
原
理
と
し
て
明
示
し
た
明
治
憲
法
制
定
以
後
、
北
一
輝
の
よ
う
な
革
命
の
思
想
家
を
例
外
と
し
て
、
進
化
論
で
国
家
統
治
を
論
じ
る
者
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
、
第
二
に
、
そ
の
よ
う
な
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
加
藤
は
一
貫
し
て
進
化
論
に
基
づ
い
た
国
家
思
想
の
構
築
を
模
索
し
、
ド
イ
ツ
国
家
学
や
バ
ッ
ク
ル
の
開
化
史
を
ふ
ま
え
て
、
さ
ら
に
ヘ
ッ
ケ
ル
の
国
家
有
機
体
説
を
加
味
し
て
生
涯
進
化
論
思
想
に
依
拠
す
る
こ
と
で
独
自
の
思
想
的
境
位
に
到
達
し
た
こ
と
、
第
三
に
、
加
藤
の
思
想
の
形
成
、
展
開
が
外
在
的
要
因
（
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
、
元
老
院
議
官
就
任
や
貴
族
院
議
員
勅
選
、
政
教
社
グ
ル
ー
プ
と
の
接
近
、
山
県
有
朋
と
の
関
係
等
）
か
ら
比
較
的
大
き
な
影
響
を
蒙
る
面
も
あ
っ
た
こ
と
、
第
四
に
、
加
藤
の
国
家
思
想
は
、
国
体
論
を
取
り
込
み
な
が
ら
天
皇
主
権
に
基
づ
く
「
道
徳
法
律
」
に
よ
る
支
配
を
有
機
体
説
に
よ
っ
て
弁
証
す
る
「
族
父
統
治
」
論
に
到
達
し
た
が
、
立
憲
君
主
制
の
運
用
を
統
治
機
構
の
理
想
的
な
形
態
と
す
る
部
分
で
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
彼
の
意
図
と
は
裏
腹
に
あ
た
か
も
国
体
論
に
取
り
込
ま
れ
た
か
の
様
相
を
呈
す
る
に
至
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。  
